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平成16年度　天川村成人式�
恒例となったお盆の成人式が、今年も午前９時30分より天川村山村開発センターで開催されました。

今年の成人該当者は、昭和59年４月２日～昭和60年４月１日の間に出生した24名で当日は22名が

参加されました。

式辞では、村長が「さて皆さんは今日から大人の仲間入りです。本日の感激をいつまでも忘れる

ことなく、ふるさと天川村や人の心を大切にして頂きたいと思います。」とお祝いの言葉を贈られま

した。大谷教育委員長挨拶では「本年度、紀伊山地の霊場と参詣道がめでたく世界遺産に登録され

ました。このようなすばらしい環境のなかで皆さんは本日成人を迎えられました。多くの方々の支

えによって今日の自己がある事に感謝し、これからの人生を歩んでいって下さい。」と挨拶されまし

た。来賓祝辞では、村議会の車谷議長より新成人へ「さて、今日は国際レベルで見ても複雑な社会

となっております。この成人式を機に社会人として、様々な権利を持つと同時に、多くの責任や義

務を負いながらそれぞれの立場で、地域社会の発展の為にご貢献下さい。」と言葉を贈られました。

次に大山天川中学校長（校園長会代表）が「皆さんの中には、中学校卒業文集に書いてあった夢を

かなえた人や途中の人もいます。夢の達成は、皆さんの努力にかかっているので、決してあきらめ

る事なく邁進していって下さい。」と言葉を贈られました。

このあと成人者を代表して、森田淳一さん（沢原）から「村長様はじめ、ご来賓の皆様から頂い

た、お言葉をしっかり心に刻み、何事においても自分の責任で対処できるような判断力と勇気を養

いたいと思います。ふるさとを大切に思い、社会の中でお役に立てられるようがんばってまいりま

す。」と謝辞を述べられました。

式典の後、記念撮影をして祝賀会がはじまり、自己紹介、スライドによる思い出の写真を見なが

ら現況などを語りました。

成人者代表謝辞　森田　淳一さん
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山村開発センターだより

大阪市立美術館特別展

「祈りの道～吉野・熊野・高野の名宝～」へのお誘い

祝「大峯奥駈道」世界遺産登録記念

「大峯奥駈道」が世界遺産に登録され、以前に

増して沢山の方々が天川村を訪れるようにました。

天川村には豊かな自然が育まれ、修験を始めとす

る信仰の歴史と伝説をもつ霊場として認められま

した。当村には、古来より自然と人との触れ合い

の中で生み出された信仰と神仏など数多くの宝物

がございます。その一部が今回、大阪市立美術館

の特別展において展示されております。

世界遺産登録記念イベントとして、今回はこの

特別展へ皆様をお誘い致します。

是非この機会に皆様と世界遺産の宝物に出会い

に行きたいと思います。

今回この企画は特別に大阪市立美術館の学芸員

により案内及び分かりやすく解説をして下さいま

す。

大阪市立美術館特別展「祈りの道～吉野・熊野・高野の名宝～」

◎ 日　　程　　9月9日（木曜日）

◎ 募集人員　　先着20名

◎ 参加費用　　3,000円（入館料・バス・弁当代金等）

◎ お申込み　　山村開発センターまでお申込み下さい

天川村からの出展社寺等

大峯山寺　龍泉寺　位衆傅御組　天河大弁財天社

来迎院　栃尾観音堂　永豊寺　光流寺

詳しくは天川村山村開発センター事務室まで
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１．
第
２
回
黒
滝
村
・
天
川
村

合
併
検
討
協
議
会
を
開
催

平
成
16
年
８
月
11
日（
水
）午
後
１
時
か

ら
、
黒
滝
村
こ
も
れ
び
ホ
ー
ル
に
お
い
て

第
２
回
黒
滝
村
・
天
川
村
合
併
検
討
協
議

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
大
西
会
長
（
天
川
村
長
）

か
ら
挨
拶
が
あ
り
、
検
討
協
議
会
へ
提
出

さ
れ
た
案
件
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
協
議
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

【
報
告
事
項
】

◆
事
務
事
業
一
元
化
の
調
整
方
針

両
村
で
は
、
目
的
、
歴
史
、
地
域
性
な

ど
か
ら
各
種
事
務
事
業
の
取
扱
い
に
違
い

が
あ
り
ま
す
。

各
種
事
務
事
業
の
調
整
は
、
現
状
の
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
な
い
こ
と
が
基

本
と
な
り
ま
す
が
、
将
来
の
財
政
状
況
と

照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
、
次
の
方
針
に
よ

り
幹
事
会
及
び
部
会
に
お
い
て
調
整
を
図

る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

（
調
整
方
針
抜
粋
）

１
一
体
性
確
保
の
原
則

『
住
民
生
活
に
支
障
の
な
い
よ
う
速
や

か
な
一
体
性
の
確
保
に
努
め
る
』

２
住
民
福
祉
向
上
の
原
則

『
行
政
サ
ー
ビ
ス
及
び
住
民
福
祉
の
向

上
に
努
め
る
』

３
負
担
公
平
の
原
則

『
負
担
公
平
の
原
則
に
立
ち
、
行
政
格

差
を
生
じ
な
い
よ
う
に
努
め
る
』

４
健
全
な
財
政
運
営
の
原
則

『
新
村
に
お
い
て
健
全
な
財
政
運
営
に

努
め
る
』

５
行
政
改
革
推
進
の
原
則

『
行
政
改
革
の
観
点
か
ら
、
事
務
事
業

の
見
直
し
に
努
め
る
』

６
適
正
規
模
準
拠
の
原
則

『
新
村
の
規
模
に
見
合
っ
た
事
務
事
業

の
見
直
し
に
努
め
る
』

７
各
種
団
体
一
本
化
の
原
則

『
公
共
的
団
体
な
ど
の
一
本
化
に
努
め
る
』

◆
新
村
建
設
計
画
の
作
成
方
針

新
村
建
設
計
画
は
、
合
併
後
の
新
村
の

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
し
て
の
役
割
を
果
た

す
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
合
併
に
つ
い

て
の
判
断
材
料
と
な
る
も
の
で
す
。

今
回
の
検
討
協
議
会
で
は
、
計
画
を
作

成
す
る
た
め
の
作
成
方
針
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

作
成
方
針
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

新
村
建
設
計
画
の
作
成
方
針

１．
計
画
の
趣
旨

新
村
の
建
設
を
総
合
的
か
つ
効
果
的
に

推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
本
計
画
を

作
成
・
実
現
す
る
こ
と
に
よ
り
、
次
の
こ

と
を
目
指
す
。

a

旧
村
意
識
を
早
期
に
解
消
し
、
地
域

の
一
体
化
を
図
る
。

s

新
村
の
建
設
を
進
め
る
た
め
の
推
進

基
盤
を
確
立
す
る
。

d

住
民
の
生
活
水
準
・
文
化
水
準
向
上

の
た
め
、
組
織
及
び
運
営
の
合
理
化
を

図
る
。

f

地
域
全
体
の
均
衡
あ
る
発
展
を
図
る
。

な
お
、
新
村
の
進
む
べ
き
方
向
に
つ
い

て
の
、
よ
り
詳
細
か
つ
具
体
的
内
容
に
つ

い
て
は
本
計
画
に
基
づ
き
、
新
村
に
お
い

て
作
成
す
る
総
合
計
画
の
基
本
構
想
、
基

本
計
画
に
委
ね
る
も
の
と
す
る
。

２．
計
画
の
構
成

本
計
画
は
新
村
を
建
設
し
て
い
く
た
め

の
基
本
方
針
、ま
た
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め

の
主
要
事
業
、
公
共
的
施
設
の
統
合
整
備

及
び
財
政
計
画
を
中
心
と
し
て
構
成
す
る
。

３．
計
画
の
期
間

本
計
画
に
お
け
る
主
要
事
業
、
公
共
的

施
設
の
統
合
整
備
及
び
財
政
計
画
は
、
合

併
年
度
の
平
成
17
年
度
及
び
こ
れ
に
続
く

10
年
間
の
期
間
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
と

す
る
。

４．
計
画
の
内
容

a

新
た
に
誕
生
す
る
こ
と
と
な
る
村

は
、
面
積
が
増
大
す
る
こ
と
か
ら
、
全

村
域
を
カ
バ
ー
す
る
事
業
と
各
地
域
の

課
題
を
把
握
し
た
う
え
で
地
域
の
特
性

を
生
か
せ
る
よ
う
な
事
業
を
ハ
ー
ド
、

ソ
フ
ト
の
両
面
に
わ
た
り
、
将
来
を
見

据
え
た
長
期
的
視
野
に
立
っ
て
効
果
的

な
事
業
の
展
開
を
図
っ
て
い
く
も
の
と

す
る
。

s

公
共
的
施
設
の
統
合
整
備
に
つ
い
て

は
、
住
民
生
活
に
急
激
な
変
化
を
及
ぼ

さ
な
い
よ
う
十
分
配
慮
し
、
地
域
の
バ

ラ
ン
ス
、さ
ら
に
財
政
事
情
を
考
慮
し
な

が
ら
逐
次
実
施
し
て
い
く
も
の
と
す
る
。

d

財
政
計
画
に
つ
い
て
は
、
地
方
交
付

税
、
国
や
県
の
補
助
金
、
地
方
債
等
の

依
存
財
源
を
過
大
に
見
積
も
る
こ
と
な

く
、
新
村
に
お
い
て
健
全
な
財
政
運
営

が
行
わ
れ
る
よ
う
十
分
留
意
し
て
作
成

す
る
も
の
と
す
る
。

f

本
計
画
の
検
討
に
際
し
て
は
、
住
民

意
向
を
十
分
に
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、

合
併
の
効
果
の
最
大
活
用
及
び
合
併
に

伴
う
懸
念
事
項
へ
の
適
切
な
対
応
に
、

十
分
留
意
し
て
作
成
す
る
も
の
と
す
る
。

合
併
検
討
協
議
会

だ
よ
り
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黒滝村・天川村
合併検討協議会

【
議
　
　
案
】

◆
法
定
協
議
会
の
設
置
及
び
規
約
（
案
）

に
つ
い
て

法
定
協
議
会
の
設
置
及
び
規
約
に
つ
い

て
協
議
し
た
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
平
成
16
年
９
月
６
日（
月
）に
法
定
協

議
会
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

法
定
協
議
会
（
合
併
協
議
会
）
の
名
称

は
、「
黒
滝
村
・
天
川
村
合
併
協
議
会
」

に
決
定
さ
れ
、
委
員
は
、
次
の
と
お
り
と

し
、
委
員
の
総
数
は
、
検
討
協
議
会
（
任

意
協
議
会
）
と
同
じ
、
16
人
と
し
ま
し
た
。

¡
両
村
長

¡
両
村
議
会
議
長

¡
両
村
議
会
議
員
（
議
長
を
除
く
）
各

３
人

¡
学
識
経
験
者
各
３
人

【
協
議
事
項
】

い
よ
い
よ
合
併
に
つ
い
て
の
本
格
的
な

協
議
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

今
回
の
検
討
協
議
会
で
は
、
合
併
協
議

に
お
け
る
基
本
的
な
事
項
に
つ
い
て
協
議

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
検
討
協
議
会

に
お
け
る
協
議
は
法
定
協
議
会
設
置
前
の

事
前
協
議
で
あ
り
ま
す
が
、
法
定
協
議
会

に
お
い
て
は
、
今
回
の
協
議
結
果
を
十
分

尊
重
し
て
協
議
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

す
べ
て
の
合
併
協
定
項
目
を
確
認
し
ま

し
た
ら
、
合
併
協
定
書
を
作
成
し
、
そ
れ

を
合
併
の
判
断
材
料
と
し
て
、
両
村
の
将

来
を
見
据
え
、
両
村
の
議
会
の
議
決
に
よ

り
、
合
併
す
る
か
否
か
の
決
定
を
行
い
ま

す
。

◆
合
併
の
方
式

合
併
の
方
式
は
、
吉
野
郡
黒
滝
村
、
同

郡
天
川
村
を
廃
し
、
そ
の
区
域
を
も
っ
て

新
し
い
村
を
設
置
す
る
「
新
設
合
併
（
対

等
合
併
）」
と
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

◆
合
併
の
期
日

合
併
す
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
の
合
併

の
期
日
は
、
平
成
17
年
10
月
１
日
と
す
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

※
確
認
に
あ
た
っ
て

¡
平
成
17
年
３
月
31
日
ま
で
に
両
村
議

会
の
議
決
を
経
て
合
併
の
申
請
を
奈

良
県
知
事
に
行
い
、
平
成
18
年
３
月

31
日
ま
で
に
合
併
す
れ
ば
、「
市
町

村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
」

に
規
定
す
る
様
々
な
特
例
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
。

¡
住
民
サ
ー
ビ
ス
や
各
種
事
務
の
執
行

に
支
障
の
少
な
い
日
で
あ
る
こ
と
。

◆
新
村
の
名
称

新
村
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
両
村

で
充
分
検
討
す
る
こ
と
と
な
り
、
今
回
は

結
論
を
出
さ
ず
、
次
回
開
催
さ
れ
る
合
併

協
議
会
で
協
議
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

◆
新
村
の
事
務
所
の
位
置

新
村
の
事
務
所
の
位
置
に
つ
い
て
は
、

住
民
の
み
な
さ
ん
の
日
常
生
活
に
密
着
し

て
お
り
、
非
常
に
重
要
な
も
の
で
あ
り
ま

す
の
で
、
今
回
は
結
論
を
出
さ
ず
次
回
開

催
さ
れ
る
合
併
協
議
会
で
協
議
を
行
う
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

◆
財
産
及
び
債
務
の
取
扱
い

財
産
及
び
債
務
に
つ
い
て
は
、
次
の
と

お
り
調
整
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

１
両
村
の
所
有
す
る
財
産
、
公
の
施
設

及
び
債
務
は
、
現
行
の
ま
ま
新
村
に

引
き
継
ぐ
。

２
洞
川
財
産
区
財
産
は
、
洞
川
財
産
区

財
産
と
し
て
新
村
に
引
き
継
ぐ
。

２．
今
後
の
協
議
会
の
日
程
に

つ
い
て

月 日 曜日 時　間 場　　　所 協議会

６ 月 10時00分 黒滝村こもれびホール 第１回（法）

９ 16 木 10時00分 天川村山村開発センター 第２回（法）

17 金 10時00分 天川村山村開発センター 第３回（法）

10 ７ 木 13時00分 黒滝村こもれびホール 第４回（法）

11 １ 月 13時00分 黒滝村中央公民館 第５回（法）

１ 20 木 未定 天川村山村開発センター 第６回（法）

※（法）＝合併協議会（法定協議会）

会
議
開
催
日
程
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※
合
併
協
議
会
は
ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き

ま
す
。

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
直
接
会
場

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
会
場
の

規
模
に
応
じ
て
入
場
を
制
限
さ
せ
て
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
会
議
資
料
は
閲
覧
で
き
ま
す
。

会
議
の
資
料
は
、
合
併
協
議
会
事
務
局

の
ほ
か
、
両
村
の
総
務
課
に
お
い
て
そ
れ

ぞ
れ
閲
覧
で
き
ま
す
。

▼
黒
滝
村
総
務
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
７
４
７
―
62
―
２
０
３
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
７
４
７
―
62
―
２
５
６
９

▼
天
川
村
総
務
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
７
４
７
―
63
―
０
３
２
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
７
４
７
―
63
―
０
３
２
９

３．
合
併
協
議
の
基
礎
知
識

①
合
併
が
き
ま
る
ま
で
の
今
後
の
流
れ

合
併
は
、
ま
だ
決
ま
っ
た
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
合
併
す
る
か
ど
う
か
が
正
式

に
決
ま
る
の
は
、
両
村
の
議
会
で
の
審
議

の
結
果
と
な
り
ま
す
。

両
村
の
議
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
ら
、

奈
良
県
知
事
に
申
請
し
、
県
議
会
の
議
決

を
経
て
、
総
務
大
臣
へ
の
届
出
、
総
務
大

臣
に
よ
る
告
示
に
よ
り
合
併
の
効
力
が
発

生
し
ま
す
。

②
「
法
定
協
議
会
（
合
併
協
議
会
）」
っ

て
な
に
？

現
在
の
検
討
協
議
会
は
、
黒
滝
村
と
天

川
村
の
合
併
構
想
に
つ
い
て
調
査
及
び
研

究
を
行
う
た
め
に
任
意
で
設
置
さ
れ
た
検

討
協
議
会
で
す
。
一
方
、
法
定
協
議
会

（
合
併
協
議
会
）
は
、
地
方
自
治
法
や
合

併
特
例
法
に
基
づ
き
、
議
会
の
議
決
を
経

て
設
置
さ
れ
る
協
議
会
で
す
。

法
定
協
議
会
で
は
、
合
併
を
行
う
こ
と

の
是
非
も
含
め
て
合
併
に
関
す
る
あ
ら
ゆ

る
事
項
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
ま
す
。

例
え
ば
、
合
併
し
た
場
合
の
新
し
い
自

治
体
の
あ
り
方
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
取
扱

い
な
ど
、
住
民
福
祉
や
新
し
い
ま
ち
の
運

営
に
影
響
の
あ
る
も
の
す
べ
て
を
対
象
と

し
て
具
体
的
に
話
し
合
わ
れ
ま
す
。
そ
れ

と
併
せ
て
、
合
併
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
ビ

ジ
ョ
ン
と
な
る
「
市
町
村
建
設
計
画
」
を

作
成
し
ま
す
。

黒滝村・天川村合併検討協議会（任意協議会）の設置�

黒滝村・天川村合併協議会（法定協議会）の設置及び協議�

�
合併する場合の�
合併の期日、新村の�
名称、事務所の位置、�
各種事務事業の取扱い�
　　など�

新村建設計画の�
作成�
合併する場合の新村の�
将来計画（基本方針、�
主要事業、財政計画�
などの作成）�

合併協定書の作成�

※両村において「住民説明会」の実施�

合併の意思の確認（合併協定書の調印）�

両村の議会の議決�

両村の議会で可決の場合�

県知事への合併申請�

県議会の議決、知事の決定�

総務大臣への届け出・総務大臣による告示（合併効力の発生）�

両村のうちどちらかでも否決の場合�

合併不成立�

合併協定項目�

合併協議に関する�
こと�

合併協議のながれ
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③
「
合
併
協
定
項
目
」
っ
て
な
に
？

合
併
協
定
項
目
は
、
全
部
で
50
項
目
あ

り
、
す
べ
て
の
項
目
を
協
議
し
、
確
認
し

て
い
き
ま
す
。

【
合
併
協
定
項
目
と
は
】

両
村
に
は
、
様
々
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
や

制
度
が
あ
り
ま
す
。
両
村
間
で
、
住
民
サ

ー
ビ
ス
や
制
度
が
異
な
る
こ
と
も
多
い
た

め
、
合
併
す
る
場
合
に
は
ど
の
よ
う
に
統

一
や
調
整
を
図
っ
て
い
く
の
か
協
議
を
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
新
し
い
村
の
名
前

は
ど
う
す
る
の
か
と
い
っ
た
基
本
的
な
事

項
か
ら
、
使
用
料
や
手
数
料
の
差
を
ど
う

す
る
か
と
い
っ
た
住
民
の
み
な
さ
ん
に
直

接
か
か
わ
る
事
項
な
ど
を
合
併
協
定
項
目

と
し
て
、
こ
れ
ら
を
調
整
す
る
た
め
の
方

針
を
合
併
協
議
会
で
は
協
議
し
ま
す
。

す
べ
て
の
協
議
が
整
っ
た
段
階
で
、
合

併
協
定
書
を
作
成
し
、
両
村
長
が
意
思
の

確
認
（
調
印
）
を
し
て
、
最
終
的
に
両
村

の
議
会
の
議
決
に
よ
り
、
合
併
す
る
か
否

か
の
決
定
を
行
い
ま
す
。

合
併
協
定
項
目
は
、
合
併
す
る
場
合
の

ま
ち
の
指
針
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
合
併

協
議
会
に
お
け
る
協
議
の
根
幹
を
な
す
も

の
で
す
。

④
「
市
町
村
建
設
計
画
」
っ
て
な
に
？

次
の
よ
う
な
内
容
で
、
合
併
後
の
ま
ち

づ
く
り
に
関
す
る
将
来
像
を
住
民
の
み
な

さ
ん
に
示
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
合
併
の
適

否
を
判
断
し
て
も
ら
う
と
い
う
、
い
わ
ば

新
し
い
自
治
体
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
し

て
の
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

¡
合
併
市
町
村
の
建
設
の
基
本
方
針

¡
合
併
市
町
村
の
建
設
の
根
幹
と
な
る
事
業

¡
公
共
的
施
設
の
統
合
整
備

¡
合
併
後
の
財
政
計
画

14．

事
務
組
織
及
び
機
構
の
取
扱
い

15．

一
部
事
務
組
合
等
の
取
扱
い

16．

使
用
料
・
手
数
料
等
の
取
扱
い

17．

公
共
的
団
体
等
の
取
扱
い

18．

補
助
金
・
交
付
金
等
の
取
扱
い

19．

字
の
区
域
及
び
名
称
の
取
扱
い

20．

慣
行
の
取
扱
い

21．

国
民
健
康
保
険
事
業
の
取
扱
い

22．

介
護
保
険
事
業
の
取
扱
い

23．

電
算
シ
ス
テ
ム
事
業
の
取
扱
い

24．

消
防
団
の
取
扱
い
　
　

25．

各
種
事
務
事
業
の
取
扱
い

a

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
、
自
治
会
及

び
行
政
連
絡
機
構
の
取
扱
い

s

消
防
及
び
防
災
関
係
事
業
の
取
扱
い

d

広
報
広
聴
関
係
事
業
の
取
扱
い

f

納
税
関
係
の
取
扱
い

g

ま
ち
づ
く
り
及
び
交
流
関
係
事
業

の
取
扱
い

h

情
報
シ
ス
テ
ム
事
業
の
取
扱
い

j

人
権
関
係
事
業
の
取
扱
い

k

環
境
及
び
衛
生
関
係
事
業
の
取
扱
い

l

福
祉
関
係
事
業
の
取
扱
い

¡0

高
齢
者
福
祉
関
係
事
業
の
取
扱
い

¡1

保
育
関
係
事
業
の
取
扱
い

¡2

保
健
関
係
事
業
の
取
扱
い

¡3

診
療
所
の
取
扱
い

¡4

農
林
水
産
関
係
事
業
の
取
扱
い

¡5

商
工
関
係
事
業
の
取
扱
い

¡6

観
光
関
係
事
業
の
取
扱
い

¡7

建
設
関
係
事
業
の
取
扱
い

¡8

公
営
住
宅
等
の
取
扱
い

¡9

水
道
事
業
の
取
扱
い

™0

下
水
道
事
業
の
取
扱
い

™1

学
校
等
の
通
学
区
域
の
取
扱
い

™2

学
校
教
育
関
係
の
取
扱
い

™3

文
化
振
興
関
係
の
取
扱
い

™4

社
会
教
育
関
係
の
取
扱
い

™5

社
会
福
祉
協
議
会
の
取
扱
い

™6

そ
の
他
各
種
事
業
及
び
制
度
の
取

扱
い

こ
の
建
設
計
画
に
基
づ
く
事
業
は
、
合

併
特
例
債
の
発
行
な
ど
の
財
政
措
置
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

４．

問
合
せ
先

黒
滝
村
・
天
川
村
合
併
検
討
協
議
会
事

務
局

〒
６
３
８
―
０
３
９
２

奈
良
県
吉
野
郡
天
川
村
大
字
沢
谷
60
番
地

（
天
川
村
役
場
庁
舎
内
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
７
４
７
―
63
―
９
０
３
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
７
４
７
―
63
―
９
０
３
１

E-m
ail
gappei

＠vill.tenkaw
a.nara.jp

黒滝村・天川村
合併検討協議会

合
併
協
定
項
目
一
覧

Ⅰ．

基
本
的
事
項

１．

合
併
の
方
式

２．

合
併
の
期
日

３．

新
村
の
名
称

４．

新
村
の
事
務
所
の
位
置

５．

財
産
及
び
債
務
の
取
扱
い

Ⅱ．

合
併
特
例
法
に
規
定
さ
れ
て
い

る
事
項

６．

議
員
定
数
及
び
任
期
の
取
扱
い

７．

農
業
委
員
会
の
委
員
の
任
期
及
び

定
数
の
取
扱
い

８．

地
方
税
の
取
扱
い

９．

一
般
職
の
職
員
の
身
分
の
取
扱
い

10．

地
域
審
議
会
の
取
扱
い

11．

新
村
建
設
計
画

Ⅲ．

そ
の
他
必
要
協
定
項
目

12．

特
別
職
等
の
職
員
の
身
分
の
取
扱
い

13．

条
例
・
規
則
等
の
取
扱
い



差別をなくす村民集会差別をなくす村民集会差別をなくす村民集会
平成16年度の差別をなくす村民集会は、７月16

日（金）山村開発センター大ホールで開催されま

した。午後１時30分開会され、主催者の大西村長

が挨拶され、「二十一世紀は、人権の世紀でもあ

ります。国連において「人権教育のための国連十

年」が提唱されて以来、人権尊重の機運は国際的

にも高まりつつあります。

本村においても人権教育のための国連十年天川

村行動計画を既に策定しており、身近な日常生活

も見つめ直し同和問題をはじめ、あらゆる人権問

題を私たち一人ひとりの問題として、人権侵害を許さない天川村を築きあげなければなりません。」と

述べられました。

続いて、奈良県知事よりのメッセージを代読され、来賓祝辞には、車谷村議会議長の代理として、

水口村議会副議長が「天川村におきましても、これまですべての人の人権が尊重され、差別のない自

由で平等な社会の実現を目指して広く取り組みが進められ、住民の人権意識は従前にも増して高揚し

てまいりました。

しかしながら今なお多くの差別事件・事象が後を絶ちません。最近では、子どもの虐待、女性への

暴力が社会問題となり、更にはインターネット上での差別書き込み、メールなど新たな差別事象が頻

発するなど多くの問題と課題が山積している状況にあります。

「人権」、それは人が人として、幸せに生きていく権利を有するものです。

そういった意味におきましても、今後も行政が主体となり真に「人権」が尊ばれる人権教育

啓発活動が展開されますことを心より願うものであります。」と述べられました。

引き続き、奥田八尋人権・同和教育推進協議会副会長、鍵田光男吉野郡人権・同和教育推進協議会

副会長、樫正春部落解放同盟吉野郡協議会顧問からもご祝辞をいただきました。

というテーマでユーモアを交えながらお話しをしていただき大変好評のうちに村民集会が終了しま

した。

開会行事終了後、笑家ドラ猫講師による

1．笑いでまんぷく～健康万歳～

2．これからの地域と学校

～ＰＴＡ会長体験をとおして～

3．笑いは四角い心を丸くする

～みんな仲良くが一番～（人権）

4．しゅうと・姑　長生き十ケ条（ 行貯蔵）

8
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９月は、「高齢者保健福祉月間」です。近年、高齢化、少子化が急速に進み、大きな社会問題

となっています。本村においても65才以上の高齢者人口が全人口の38％を占めています。高齢

者が生きがいをもち、健康で安心して生活できる長寿社会をつくるためには、国民一人一人が

高齢者の問題を自分自身のものとして身近に理解し、家庭、地域社会、職場、学校等あらゆる

場面で、適切に役割を果たして行くことが必要です。このような観点から、この月間中に本村

においても下記のとおり社会福祉大会を開催します。みなさんおさそいあわせてご参加下さい。

▼ 塩野方面　センターマイクロバス

大字（バス待合所） マイクロバス 大字（バス待合所） マイクロバス

塩谷橋 9時00分 下和田 9時31分

塩　野 9時05分 上和田 9時33分

広瀬下 9時09分 中栃尾 9時37分

下山西 9時14分 九　　尾 9時42分

中山西 9時17分 坪　　内 9時48分

上山西 9時19分 弁天橋 9時50分

下庵住 9時23分 沢　　原 9時53分

中庵住 9時24分 中　　谷 9時55分

上庵住 9時26分 センター着 10時00分

▼ 洞川方面　センターマイクロバス

バス待合所 1回目 2回目

バス回転場 9時20分 10時10分

洞川停留所 9時25分 10時15分

センター着 9月48分 10時30分

◆日時 9月15日（水）午前10時～
◆場所 山村開発センタ－　大ホ－ル

天川村社会福祉大会バス時刻表

社会福祉大会の開催について
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７月16日（金）に天川村山村開発センターにおいて、差別をなくす村民集会が開催されました。
集会の最後にリンデーさんがスピーチを行ないました。
今回はその時の内容を紹介します。

ここに来て早１年が経ちました。その中でいろんなことを感じることができました。天川村は
大変美しいと感じ、都会から随分離れたこの地で自然を満喫しています。あちらこちらからキャ
ンプに訪づれる観光客がいますが、ここは本当に日本中で特別な場所なんだと誇りに思うばかり
です。でも時々、一人で住むのはたいへん難しいと感じることがあります。まだ日本語がすらす
ら話せないのもあるからだと思います。友達や家族と交わす英語が話せなくてさみしいと感じる
こともあります。アメリカでも、もちろんみんなが英語を話す訳ではないのですが、いろんな
人々が世界中からやってきて、それぞれの国の言葉で話します。ここが日本と全く違う点です。
ここではあまりにも外国人が少なく、日本人にしか出会わず、また日本語しか聞くことがないと
いうことに大変驚きました。
１年間、いろんなことを注意深く見たり聞いたりしてきました。その中でも気に入った口癖な

どがあります。例えば、あらゆる状況で「がんばって」と言いますよね。誰かが重い荷物を運ん
でいたり、病院でお見舞いに行ったときも言うようですね。また「よいしょ」も同じく。皆さん
は何回口に出しているかご存じですか？１日に50回、100回いやいや1000回はあるでしょう。
寝床に入って寝言でも言いますよね、寝返りするときも。ひょっとしたら夢の中でさえも・・・。
アメリカでは車のクラクションは怒った時にしか鳴らさないのですが、日本では「ありがとう」
「どういたしまして」などの意味でも鳴らしますよね。初め、みんなは怒っているのかと勘違いし
ていましたが、今では皆さんが大変礼儀正しくまた車も礼儀正しいんだということがわかりました。
私はアメリカと日本の違いが好きです。文化の違いを学ぶということは、自分の生活や文化に

感謝するということであるし、ここに住むことは難しいことではありますが、ゆっくりと強い自
分にそして国際人にしてくれると思います。
天川に感謝、全てのことに感謝しています。もし私に道で出会ったら遠慮せず、笑いかけてく

ださい。なぜならあなたの笑顔が私を元気にハッピーにしてくれますから。

天川村商工会青年部では、村内の電話帳を作成いたします。

自宅にあるＮＴＴの電話帳に基づいて作成をいたしますので、名前の変更等をご希望される方は

商工会までご連絡下さい。 天川村商工会　　1６３－０８１８

リンデーの天川紀行�リンデーの天川紀行�リンデーの天川紀行�リンデーの天川紀行�

リンデー・シャープ

天川村商工会青年部よりのお知らせ

善 意 銀 行
金５０,０００円

大和高田市　久保　隆一様
（亡母　ノブヨ様の供養として）

ありがとうございました

善 意 銀 行
金２００，０００円

天川村坪内　中坊　奨様
（亡妻　綾子様の供養として）

ありがとうございました
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去
る
８
月
８
日
（
日
）
天
川
中
学
校
技
術
室
に
お
い
て
、
天
川
村
林
業
研
究
グ

ル
ー
プ
主
催
の
「
夏
休
み
こ
ど
も
日
曜
大
工
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
約

15
名
の
方
が
参
加
さ
れ
、
作
業
開
始
か
ら
子
ど
も
達
は
休
憩
す
る
事
な
く
、
家
の

形
を
し
た
貯
金
箱
や
木
の
車
な
ど
を
一
生
懸
命
作
り
ま
し
た
。
今
回
は
林
業
研
究

グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
が
木
の
部
品
の
多
く
を
あ
ら
か
じ
め
加
工
し
て
お
い
て
く
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
普
段
使
う
事
の
な
い
カ
ナ
ヅ
チ
や
ノ
コ
ギ
リ
を
天
川
村
林
業
研

究
グ
ル
ー
プ
の
方
々
に
丁
寧
に
指
導
し
て
頂
き
、
表
情
も
真
剣
そ
の
も
の
で
し
た
。

教
室
が
終
わ
る
頃
に
は
、
皆
個
性
あ
ふ
れ
る
作
品
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
ど
の

子
ど
も
達
の
表
情
も
笑
顔
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

「
夏
休
み
こ
ど
も
日
曜
大
工
」
開
催

裁
判
員
制
度

裁
判
員
制
度
っ
て
な
に
？

国
民
の
み
な
さ
ん
に
裁
判
員
と
し

て
刑
事
裁
判
に
参
加
し
て
も
ら

い
、
被
告
人
が
有
罪
か
ど
う
か
、
有
罪
の

場
合
ど
の
よ
う
な
刑
に
す
る
か
を
裁
判
官

と
一
緒
に
決
め
て
も
ら
う
制
度
で
す
。

ど
ん
な
人
が
裁
判
員
に
な
る
の
？

20
歳
以
上
の
国
民
の
み
な
さ
ん
の

中
か
ら
、
抽
選
で
候
補
者
を
選
び

ま
す
。
実
際
に
裁
判
員
に
な
る
の
は
こ
の

候
補
者
の
中
か
ら
、
事
件
ご
と
に
選
任
の

Q

Q

QQ

Q

A&
た
め
の
手
続
き
に
よ
り
選
ば
れ
た
人
た
ち

で
す
。

裁
判
員
に
な
る
こ
と
は
辞
退
で
き

な
い
の
？

広
く
国
民
の
皆
さ
ん
に
参
加
し
て

い
た
だ
く
制
度
で
す
の
で
、
基
本

的
に
辞
退
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
し
、
病
気
や
介
護
な
ど
の
事
情
で
裁
判

所
に
来
る
こ
と
が
難
し
い
と
認
め
ら
れ
た

方
も
、
辞
退
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

裁
判
員
に
な
る
と
何
日
く
ら
い
裁

判
所
に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
？

多
く
の
裁
判
は
、
数
日
間
で
終
わ

り
ま
す
。
裁
判
所
と
し
て
も
充
実

し
た
裁
判
を
行
い
、
国
民
の
み
な
さ
ん
の

負
担
を
軽
く
す
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き

ま
す
。

仕
事
は
休
め
る
の
？
日
当
は
も
ら

え
る
の
？

裁
判
員
の
職
務
を
行
う
た
め
に
仕

事
を
休
ん
で
も
、
雇
用
主
は
不
利

益
な
扱
い
を
し
て
は
な
ら
な
い
と
、
法
律

で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

裁
判
所
に
来
ら
れ
た
方
に
は
、
交
通
費

や
日
当
な
ど
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

裁 員 度判 制
はじめまして

平成16年5月
【裁判員の参加する刑事裁判に
関する法律】が成立しました。

裁 員 度判 制
AA

AAA Q

家の形をした貯
金箱や、

木の車　完成！
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今年もとっても楽しい谷先生をお呼びして、水生昆
虫の観察会を開催しました。トウロウの岩屋で砂の中
や石の裏から川の虫を採集して、どんな虫か調べたり、
顕微鏡で観察しました。
小さな虫でも顕微鏡で見てみると、まるで怪獣のよ

うな顔をしていたりするんですよ。採集した虫は終わ
ったあと、みんなで川に返しました。

今から２．４億年前の中生代ジュラ紀、全世界に広く分布していたトン
ボの仲間がいました。その一群の化石に似ていることから、ムカシトンボ
は「生きた化石」と呼ばれています。幼虫は山地の渓流の水のきれいな所
に７～８年間生息し、羽化前に約１～２ヶ月陸にあがります。成虫は５～
６月に出現して、フキやワサビの茎に産卵します。
ムカシトンボが生息していることは、川がずっときれいな証拠ですね。

自然観察事業第５回　　７月１０日（土）

「水の生き物を調べよう」
講師：環境科学博士　谷　幸三 先生

ジュラ紀には羽の長さが30㎝もあるトンボがいたんだって！

子供たちより真剣！？

← ぼくたちムカシ

トンボの幼虫だよ！

大きいのは５齢幼虫

くらいかな。

ムカシトンボムカシトンボ
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お盆前の平日とあってか、申込みが少なかったの
ですが、洞川の元気な子供たちが急きょ参加してく
れました。みんな虫のこともとてもよく知っていて、
どんな虫でも平気でさわるので、虫嫌いの私も、お
かげで少しならされてしまいました。

子供たちにセミのぬけがらのありかを教えてもら
って龍泉寺へ。そこから龍泉寺裏山に登ってかりが
ね橋を渡り、大原山からセンターへと歩きました。

自然観察事業第６回　　８月６日（金）

「昆虫ウォッチング」講師：昆虫生態写真家　伊藤 ふくお 先生

さあ、

虫をつかま

えるぞ！

コガネムシきれいだ

ね。こんなにきれい

なのに、うんちを食

べるんだって！

お昼からは、針金と
パンストでせみとり
用のあみを制作！

あれ、

セミじゃなく

てヘビをとっ

ちゃった！

「このホタル光らんホタルやってー」

「何見つけた？」「これエンマコオロギやで」

シマヘビ



支部結成25周年記念大会のお知らせ
日　時 平成16年9月26日（日） 13時～16時

ところ 奈良県新公会堂2階レセプションホール（エレベーター有り）

奈良市春日野町101番地　　電話　0742-27-2630

交　通 ＪＲ奈良駅、近鉄奈良駅より

春日大社本殿行きバス　　県新公会堂前　下車すぐ

市内循環バス　　　　　　大仏殿春日大社前　下車徒歩3分

参加費 無料（申し込み不要）

講　演 「リウマチ今昔」

七川歓次先生　　行岡病院　名誉院長

講　演 「“リウマチ”ア・ラ・カルト」～その治療薬と合併症、そしてリハビリのコツ～

高杉潔先生　　道後温泉病院リウマチセンター理事長

主　催 （社）日本リウマチ友の会奈良支部

後　援 奈良県・奈良市

問合せ （社）日本リウマチ友の会奈良支部（土谷方） 電話　0744－27－9735

平成16年度 奈良県下水道排水設備工事責任
技術者受験講習及び試験が実施されます。

受験講習会 平成16年10月27日（水）午前10時～午後4時

かしはら万葉ホール（橿原市小房町11番5号）

試　験 平成16年11月5日（金）午後2時～午後4時

かしはら万葉ホール（橿原市小房町11番5号）

申 込 受 付 （受験講習の申込をされる方は試験の申込と一緒に行って下さい）

受付場所・・役場建設環境衛生課（3階）

受付期間・・平成16年9月1日（水）～9月10日（金）（土、日、祝祭日は除く）

受付時間・・午前9時～午後4時

＊受験講習実施要項・試験実施要項・申込用紙は役場にありますので、必要な方は3階建設環境
衛生課まで取りに来て下さい。

14
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奈良県勤労者生活支援資金融資制度�奈良県勤労者生活支援資金融資制度�奈良県勤労者生活支援資金融資制度�

訂正とお詫び
7月号広報の中で今回の「大峯奥駈道」の世界遺産登録が日本で7番目と記載されておりましたが12番目の
間違いでした。道の登録と致しましては、スペインの「サンチアゴ・デ・コンポステーラの巡礼道」に続い
ての世界で2例目でございます。お詫び申し上げまして訂正いたします。

1、日程・内容

2、時　　間 第1・2・4回　午前10時～12時　　第3回　未定
3、開催場所 第1・2・3回　修徳ビル地下1階（奈良市登大路町5番地）

第3回　奈良地方裁判所　（奈良市登大路町35）
4、定　　員 すべて受講できる人40人
5、受 講 料 無料
6、申　　込 往復ハガキに郵便番号、住所、氏名（ふりがな）、年令、電話番号を記入。
7、申込締切 9月21日
8、申 込 先 奈良弁護士会 住所　〒630－8213 奈良市登大路町5番地

電話　0742－22－2035
9、そ の 他 申込者が多い場合は、抽選

※上記融資には、保証機関の保証が必要です。また、金融機関の審査により、融資することができない場
合があります。
融資申し込み窓口 近畿労働金庫　　県内各支店へ
お問い合わせは 近畿労働金庫ロ－ンセンタ－　10742－36－2177

県雇用労政課　　　　　　　　10742－27－8828

日　程 演　題

第1日 10月 6日（水） ｢相続問題について｣

第2日 10月13日（水） ｢離婚について」

第3日 日程未定 ｢裁判傍聴｣

第4日 10月27日（水） ｢裁判員制度について｣

奈良県では、中小企業で働いている方、離職された方を対象に生活支援資金を、育児・介護休業制度を
利用する方を対象に生活資金を、無担保・低利で利用できる融資制度を設けています。

生活支援
資金融資

中小企業に勤務されてる方
¡県内在住または在勤者
¡現在の住所に1年以上居住
¡現在の勤務先に1年以上勤務

離職された方
¡雇用保険受給中
¡県内在住
¡現在の住所に１年以上居住
¡離職までの勤務先に１年以上勤務
¡連帯保証人１名

100万円

1.6％

5年以内
（据置6カ月）

5年以内
（据置1年以内）
休業期間

教育費
または
医療費

休業中の
生活費

育児休業の残月数
×10万円の金額
で100万円以内

介護休業の残月数
×20万円の金額
で60万円以内

育児もしくは介護休業取得中
または取得する人
¡休業の残期間が１カ月以上
¡県内在住または在勤者
¡現在の住所に１年以上居住
¡現在の勤務先に１年以上勤務

育児・介護
休業生活資
金融資

第13回「市民法律講座」実施要領

対象（各要件をすべて満たすこと） 限　度　額 年　利 返済期間 使用目的



天
川
村
民
憲
章

（
平
成
10
年
１
月
１
日
制
定
）

私
た
ち
は
、
古
い
歴
史
と
大
自
然
の
中
で
育
ま
れ
た
天
川
村
民

で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
、
一
人
ひ
と
り
が
生
き
が
い
の
あ

る
村
づ
く
り
を
す
る
た
め
こ
の
憲
章
を
制
定
し
ま
す
。

誰
も
が
満
天
に
輝
く
星
の
よ
う
に

●
一
人
ひ
と
り
が
光
り
輝
き
、
互
い
の
人
権
を
確
か
め
、

共
に
生
き
る
あ
た
た
か
い
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
ふ
れ
あ
い
、
支
え
あ
い
、
楽
し
み
あ
え
る
福
祉
の
村
に

し
ま
し
ょ
う
。

誰
も
が
天
と
地
の
恵
み
で
育
つ
よ
う
に

●
郷
土
の
歴
史
か
ら
古
き
を
学
び
、
新
し
い
文
化
を
創
造

す
る
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
共
に
学
び
語
り
あ
う
、
生
涯
学
習
の
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

誰
も
が
清
ら
か
で
力
強
さ
の
あ
る
流
れ
の
よ
う
に

●
ス
ポ
ー
ツ
に
汗
を
流
し
、
働
く
厳
し
さ
の
中
に
も
明
日

へ
の
希
望
と
喜
び
を
感
じ
る
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
自
然
と
共
に
生
き
、
豊
か
で
活
気
み
な
ぎ
る
村
に
し
ま

し
ょ
う
。

村の花
オオヤマレンゲ

村の鳥
コマドリ

村の木
杉

■広報「てんかわ」は再生紙を使用しています。
古紙配合率100％再生紙�

100

―
―
夏
の
御
手
洗
―
―

s
撮
影
者：

平
　
恵
子
さ
ん

ヒメイチゲ キリシマミズキ
発
行
／
天
川
村
役
場

〒
638 -0392

奈
良
県
吉
野
郡
天
川
村
大
字
沢
谷

60番
地

T
EL：

0747-63-0321
FA
X：

0747-63-0329
企
画
・
編
集
／
広
報
係
（
内
線
220）

U
R
L：
http://w

w
w
.vill.tenkaw

a.nara.jp/  E-mail：
tenkaw
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vill.tenkaw

a.nara.jp

広
報
�

平
成
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８
月

31日
発
行
　
通
巻
331号

◆
人
口
　
2,126人（

－
１
）
男
1,000人（

－
１
）
女
1,126人（

±
０
）

◆
世
帯
数
838戸（

－
１
）

2004年
７
月
31日

現
在
（
）
内
は
前
月
と
の
比
較

村のうごき

写�写�
真�
館�
真�
館�
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